
























である syntaxin (Stx) 17に着目し,原虫感染とオート
ファゴソーム形成との関連性を解析する目的として,本
研究を行った.
【方 法】 ヒト繊維肉腫細胞HT 1080を宿主として T.
cruziを感染させ, 3日後に感染および非感染細胞をパラ
ホルムアルデヒドで固定し, Alexa標識抗 Stx 17抗体と





























【方 法】 マウス (C57/BL6) にネズミマラリア原虫
Plasmodium berghei ANKA (PbANKA)を感染させ,感
染 0,3,7日目に脳,心臓,肺,肝臓,脾臓を摘出した.これ
らの臓器から RNAを抽出, RT-PCRとリアルタイム







発現が観察された. SR-A, SRCL, MARCOはマラリア
原虫感染により肺,肝臓,脾臓で遺伝子発現が上昇し,特
に肝臓でMARCOの遺伝子発現上昇が顕著であった.
LMD法では, MARCOは感染 7日目の肺と肝臓の実質
組織で遺伝子発現が上昇し,脾臓の血管で遺伝子発現の
上昇が観察された.免疫蛍光染色法でもMARCOは感
染 7日目の肝臓実質組織で発現が見られた.肺では肺胞
壁で血管内皮およびマクロファージに発現しており,脾
臓では白脾髄で血管内皮細胞に,赤脾髄でマクロファー
ジに発現が観察された.以上より, SR遺伝子は臓器の種
類によって,発現に違いが認められた.特にMARCOは,
臓器内の発現組織により, 担う役割が異なると推察され
る.
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